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毎朝早起き！

コンポジット正攻法とウラ技

『ダブルブルブ ・ダブルブルブ スルスル タスタス ー』穂高明インタビュー

『吾妻鏡』が映す
御家人たちと天文現象

5

ハクバが推す星のスワロフスキー  川村 晶

誌上CP+ 春の新製品＆注目の開発中望遠鏡  川村 晶

本誌の全部または一部を無断で複写複製（コピー）することは、著作権法上での例外を除き、禁じられています。

早朝の月と惑星撮影中
撮影／谷川正夫
タムロン SP 15-30mm F2.8（15mm F2.8）  
キヤノン EOS 6D（SEO-SP4改造）　　　　
ISO2500　2022年2月26日05時18分　　
13秒露光　愛知県渥美半島にて
中央に強く輝く金星の右下には、今年の晩秋
地球と最接近する火星が控え目に寄り添う。
月齢25の月と共に昇ってきた夏の天の川は、
月の眩しさにも薄明の明るさにも負けず自ら
を主張していた。薄明開始前からポーズを変
えながらセルフタイマー撮影をしていたら、あ
っという間に夜が明けてしまった。ちなみに、
この写真に写っているニコン Z6Ⅱで撮った写
真は、「春の惑星集合」撮影解説の記事中（31
ページ）に掲載。

■今月の表紙

Deepな天体写真 市街地で星雲撮影6
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浅田英夫・谷川正夫見る・撮る春の惑星集合

渡邉耕平

Deepな天体写真 市街地で星雲撮影6

渡邉耕平楽しい電視観望
塚田 健

星のソムリエが紡ぐ物語 梅本真由美

万円
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月の注目

　彗星の軌道上には、彗星が自身の
体を削りながら放出していった無数の
塵が存在している。地球軌道と彗星
の軌道が交差していると、地球は毎
年1回、同じころに必ずチューブ状の
塵の集まりの中に突入することになり、
塵が地球に衝突してたくさんの流星が
出現する。これが流星群だ。流星群の
もととなる塵を放出する彗星は母彗星と
呼ばれている。
　5月5日のこどもの日のころに極大を迎え
るのが、みずがめ座η流星群。有名なハレー
彗星を母に持つ由緒正しき流星群だ。放射
点が高く昇る南半球では、北半球における
ペルセウス座流星群に匹敵する流星群とし
て注目されているが、日本では放射点が昇っ
てまもなく薄明が始まってしまうため、観測
できる時間が限られるのが惜しい。
　しかし、今年は極大日の6日の月齢は5。
夜半前には月は沈んで、放射点が姿を見せ
る明け方にはまったく月明かりがないという
願ってもない好条件で観望できる。極大時
刻は6日の17時と予想されているので、7日
の未明も観望したいところだ。
　観望は、放射点が東の地平線に姿を見せ
る午前2時ごろから明け方まで。放射点が
低いので、いすに座って熱いコーヒーでも
飲みながら南東の空を中心にのんびり流星
ウオッチングをするというのもいい。地平線
から上に向かって流星が流れるという、お
もしろい光景に出会えるかもしれない。

地球の軌道

ハレー彗星の軌道
春分点方向
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5月は明るい恒星食が2回と金星食が起こる。
金星食は地域限定なので、食が見られないところでは

早起きして月と金星の接近に注目してもいい。
接近中の火星と木星も同時に楽しめる。

構成／浅田英夫（あさだ考房）

月明かりなく楽しめる南天の流星群

■ハレー彗星の軌道の昇交点と降交点は地
球軌道の近くにあり、地球が降交点付近を
通過する5月6日前後にみずがめ座η流星
群が、昇交点付近を通過する10月21日前
後にオリオン座流星群が見られる。

■放射点は、みずがめ座のシンボルである三ツ
矢マークのすぐ東。放射点の高度は午前3時で
15度ほどと低い。みずがめ座付近は、金星、木星、
火星、土星が姿を見せてにぎやかな星空になっ
ている。

みずがめ座
η流星群が
極大

5月
6日
明け方
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月・惑星のランデブー
　太陽の周りを公転する惑星たちを地球か
ら眺めると、星空の中を公転周期が短い
惑星ほど速く、長い惑星は遅く、それぞれ
が異なった速さで行ったり来たりしながら
移動していく。その動きは物理法則に従っ

4月から5月末ごろまで、明け方の東の空に惑星たちが大集合。
薄明色の美しい空の中で毎日位置を変えていく姿は見逃せない。
肉眼・双眼鏡・望遠鏡で見たり、撮影したりして楽しもう。
現象解説◎浅田英夫
撮り方解説◎谷川正夫
構成◎編集部＋石田 智

た運動であることを知っていても、改めて
星空を見上げると、惑星たちが星空の中
を移動することによって起こる惑星どうしの
接近、惑星と月との接近、惑星と1等星と
の接近等、ドラマチックな現象を目の当た
りにして、その神秘さに感動を覚える。とく
に刻々と変化する朝方や夕方の空で、金
の糸のように細い月に純白に輝く金星や黄
金色の木星、赤い火星が寄り添う光景は、
この世のものとは思えないほど美しい。本
当に地球に生まれてよかったと思う瞬間だ。

4月18日4時10分の空のようす。東の空
に木星、金星、火星、土星がほぼ等間隔
に並ぶ姿が見られる。3月末ごろから5月
にかけて、金星・火星・木星・土星・海王
星の5惑星と月が集合して輝き、私たちを
楽しませてくれる。イラスト／沼澤茂美

4月から6月までの惑星たちの
太陽系内での配置と、夜空の
中での動き。

　今年も月や惑星たちが、そんなドラマ
チックな光景をつぎつぎに繰り広げてくれる。
とくに太陽系の惑星たち、火星、土星、
金星、木星が相次いで太陽の西側に戻っ
てきて、春の明け方の南東の空で見ごろを
迎えている。そしてこれから5月末にかけて、
月も交えたさまざまな共演で私たちを楽し
ませてくれる。
　なかでも4月18日前後の4惑星整列、4
月25日から28日の月と4惑星のランデ
ブー、5月1日の金星と木星の超ニアミス、
5月25日の月と木星のランデブー、5月27
日の月と金星のランデブー＆超ニアミス、5
月30日の火星と木星のニアミスは見逃せ
ない。

毎朝
早起き！見る・撮る

春の惑星集合

木星

金星

火星

土星



ここ最近は「電視観望」という言葉を耳にしない日はありません。
少し前まではマニア向けの星の新しい楽しみ方の

ひとつといったものでしたが、その手軽さや、
星雲が簡単に見えるインパクトが強いこともあって、

最近は、電視観望のための望遠鏡やカメラが欲しいという
ビギナーの方も増えてきたように思います。
そこで、予算15万円で機材一式を揃えて、

「いきなり電視観望デビュー」する方法を紹介します。

万円で始める
楽しい電視観望

解説●渡邉耕平（サイトロンジャパン シュミット）

万円万円

埼玉県の人口密集地からほど近い河原に
ある運動場。南方向は東京の明かりが強
烈で、天頂付近でようやく2等星が見え
る程度の「光害地」です。もちろん肉眼で
星雲なんて見えませんが、こんな環境で、
しかも口 径30mmの小さな望 遠 鏡と
1/1.8型、約400万画素の小さなカメラ
でも、電視観望で驚くほど多くの天体たち
の姿を見つけることができます。

USB ケーブルの長さには限りがあるので、
基本的には望遠鏡の横にノート PCを置い
て電視観望します。長時間屋外で電視観
望を行いたいなら、AC 出力を持ったポー
タブル電源も必要です。
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4月号では「STEP1」として、
市街地から30秒露光で撮影した1コマを
画像処理する基本的な方法について紹介しました。
今回の「STEP2」では、数十コマの画像を合成して
画質を飛躍的に向上させるために、
「ステライメージ9」を用いたコンポジット処理について紹介します。

市街地で星雲撮影 6

コンポジット
正攻法と
爆速ウラ技

星雲の画像処理.2星雲の画像処理.2
コンポジット

「自動処理モード」と
「詳細編集モード」

星雲画像を高品質に仕上げるための画
像処理工程は複雑で、ダーク補正やフラッ
ト補正などさまざまな作業が必要です。「ス
テライメージ9」には「詳細編集モード」の
他に、これらの処理を一括して行う「自動処
理モード（左図）」が用意されており、この
モードに特化した普及版の「ステライメー
ジLite」もラインアップされています。自動
処理モードは非常に洗練された操作性を
持ち、一度操作方法をマスターしてしまえ
ば、効率よく作業を進めることができます。
　しかし、これまで紹介してきた短時間露

解説◎あぷらなーと

「ステライメージ 9」
の「自動処理モード」
「自動処理モード」では、処
理対象画像をドラッグし2
つの実行ボタンをクリック
するだけで処理が完了します。

❶「ライトフレーム」
の画像をドラッグ

❷「ダークフレーム」
の画像をドラッグ

❸「フラットフレーム」
の画像をドラッグ

❹「前処理」を実行

❺「コンポジット」を実行
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サイエンスの歴史を紐解く

解説◎塚田 健（平塚市博物館）
『吾妻鏡』に残された天の記録

鎌倉殿の星鏡

平家滅亡が源頼朝に伝えられた元暦二年四月十一
日（1185年5月12日）は、満月4日前の月が煌 と々空
を照らし、南から西にかけては4つの惑星が輝いていた。
もしかしたら頼朝は、この日の夜、空高く懸かる月を見
上げて、平家によって伊豆に流されてから今日までの
日 を々思い起こしていたかもしれない。写真は鎌倉駅
から徒歩10分ほどの源氏山公園に建つ源頼朝像と
昇るしし座。（撮影／川口雅也）
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穂高明さんの最新作『ダブル・ダブルスター』は、
天文ファンにはお馴染みの「こと座のイプシロン星」がタイトルの作品。
作中に野辺山観測所が登場していることも印象的です。
星のソムリエでもある穂高さんに、作品と星空への想いを聞きました。
聞き手●梅本真由美

空で 物語
小説家・穂高明さんインタビュー

前編

野辺山観測所の10mミリ波干渉計と45m電波望遠鏡。
（撮影／飯島 裕）
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